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04 給与支給について 

 

職員の給与は、基本的に口座振込で支給されます。 

 

市町費負担の職員については、給与は市町から支払われます。 

通知の方法は各市町教育委員会へ確認ください。 

 

 

給与支給日は、毎月２１日（２１日が土日祝日の場合、その前日）です。 

 

給与支給日の３日前頃に、市町教育委員会を通じて給与関係書類が届きます。 

 

 

＜ 中に入っているものとその処理 ＞ 

 

○給与受領書 （金券とよばれるものです。現金受領者がいる学校のみ） 

 福井銀行で給与と引きかえてもらうための重要な書類です。 

 金庫に保管し、給与支給日に印鑑届を提出した福井銀行まで、現金受領者の給与を取りに行きます。 

 給与受領書には、校長の私印（給与資金前渡職員届出印）を押します。 

給料日のうちに、必ず印鑑届を提出した福井銀行に行くこと！ 

 

○給与支給内訳書 

 今月分の諸手当支給額と住民税額が正しいかチェックをして、右上の資金前渡職員確認欄に校長先

生の私印を押してもらいます。 

 

（諸手当支給額のチェックについて） 

  ・扶養手当 

  ・住居手当    

  ・通勤手当 

  ・日額特勤手当 

  ・超過勤務手当 

     教育業務連絡指導手当（主任手当）と特殊勤務手当（部活動手当等） 

について、前月に提出した実績報告書と照合。 

入力した日数と、手当の合計支給額が正しいかチェックします。 

 

 

○職員親睦会費等計算明細 

 金額と名簿の確認をする。 

 

○給与支給明細書（各個人配付用）・・・・① 

 

 

 

上記 ①を個人ごとに、給料日までに各先生に渡します。 

各手当の認定簿や報告書で、それぞれの認定額と

支給額が正しいかチェックします。 
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現金受領の方は、給与支給明細書に受領印をもらいます。（口座振込の場合は、受領印は不要です） 

 

機関等勤務者（自校籍で給与が出ているが別の場所で勤務している職員）にも、渡します。 

 

 

＜ 給与明細書について ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・赤色枠マーカーで囲んだ欄が、主な手当です。 

給与支給明細が届いたら、毎月必ず支給額に誤りがないかチェックします。 

・黄色枠マーカーで囲んだ欄が、共済短期・介護掛金・共済長期・共済長期（退職等）の掛金です。

標準報酬月額の等級に変更が生じたときに、チェックをしてください。等級は青色枠マーカーで囲

んだ欄で確認が出来ます。 

 

㊟ 日額特勤手当の欄には、 

   教育業務連絡指導手当 ＋ 教員特殊業務手当 ＋ 多学年担当手当 

     （主任手当）   （部活動 修学旅行手当等） （複式学級担任） 

   の合計額が記載されています。 

 

 

 

 

＜ その他控除金明細について ＞ 

・「教職員互助会掛金」 教職員互助会員（県費職員のほとんどは加入） 

・「退職互助会掛金」  40 歳以上の職員で、退職互助会会員 

・「県教組組合費」 

・「県教組給補費」   県教組加入者 

 指定された口座がここに記されています。 

その他控除金の明細が記載されています 

 ･教組関係掛金、互助会関係掛金、学生協割賦金、労金積立、校内控除金等 

   個人の加入状況によって異なります。 

標準報酬（短期）： 〇等級  〇円 
標準報酬（厚年）： 〇等級  〇円 
標準報酬（退職）： 〇等級  〇円 
（決定者：共済組合） 
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・「支部教組組合費」 

   県教組所属支部の組合費 

 県教組所属支部事務局の口座へ、自動的に振り込まれます。 

（支部外からの異動時、採用時組合加入なら支部の組合事務局へ｢職員親睦会入会者届｣

を出す必要があります）    

 

・「学生協割賦金」学生協利用者の割賦金。 

・「学生協保険料」学生協加入の保険会社で加入している保険料。 

 

・校内の控除金（親睦会費、給食費他） 

 ※職員親睦会控除といい、学校ごとに控除金額を指定しています。 

職員によっては、控除しないように設定もできます。 

（機関等勤務者・産休中等々） 

そのような事由が発生した時には、「職員親睦会退会者届」を提出すると控除を止めることができ

ます。 

事由が発生する前月の２３日までに、県教育庁教職員課 任用・給与グループに送ります。 

 

逆に、控除を再開させたい場合は、事由が発生する前月の２３日までに届くように、「職員親睦会

入会者届」を県教育庁教職員課 任用・給与グループに送ります。 

（嶺南地区は、１９日までに嶺南教育事務所経由でも可） 

 

どちらの書類も、提出前にコピーをとり、保管します。 

また、提出した翌月には、給与明細の職員親睦会費等計算明細で確認をします。 

 

㊟ 臨時任用職員・任期付職員・会計年度任用職員は、職員親睦会控除ができません。 
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職員親睦会入会者届 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員親睦会退会者届 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


